








2008年度の活動概要 61


$ 3.13 

IBRD�w	��Ö�Ú�S�‘�|�d�¿�¹�› 2008�å 6�D30�Ô�q�O   
�o�•�• 10�/�Å�ç

�q�Ú�S�‘�|�v�ˆ
Q�w�ô�M�d�¿ �µ�ë�¿�Ó�™	��Ö�Ú�’�ô

80.7

23.0

08�å�S

103.3

31.1

04�å�S

91.5

26.4

05�å�S

91.6

24.9

06�å�S

81.1

22.2

07�å�S

29.4
31.4

33.0
35.0

37.6


$ 3.14 

�¿�Š�—�?
Ç
z�p�› 2008�å 6�D30�Ô�q�O
�o�•�•�Ë

40

0
04�å�S 05�å�S 06�å�S 07�å�S 08�å�S

IBRDは借入国に代わって42億ドル相当のヘッジ取引を実行しまし
た。このうち33億ドル相当が金利ヘッジ、9億ドル相当が通貨ヘッジ
（1億5400万ドル相当が現地通貨）でした。

IBRDの原資

IBRDは国際資本市場で債券（世銀債）を発行することにより、資金の
大半を調達しています。2008年度は190億ドルの中長期資金を調達
しました。多様な償還期間とストラクチャーを持つ世銀債が19種類
の通貨で発行されました。 

IBRDは多額の資金を有利な条件で調達することができます。IBRD
の健全な財務体質を支えている堅実な財務方針と運用は、IBRDが高
い信用力を維持する上でも重要な役割を果たしています。協同組織で
ある IBRDは、利益の最大化よりも、健全な財務体質を維持し、開発活
動を継続するために必要な利益の確保を重視しています。2008年度の
IBRD業務活動による利益は22億7100万ドルでした。 
このうち8億1100万ドルは別途積立金に、1億1700万ドルは年金

向け引当金に、1000万ドルは外部資金調整勘定に、７億5000万ドル
は剰余金勘定に繰り入れられました。2007年8月、理事会は総務会に
対し、2008年度の分配可能な純利益から IDAに5億8300万ドルの移
転を承認するよう提案しました（付属CD-ROMの「財務諸表」参照）。

IBRDは2008年度も業務を遂行するのに十分な流動性を保ちまし
た。2008年6月30日現在の当座資産は約230億ドルでした。同じく
2008年6月30日現在、IBRDの資本市場からの借入金残高（スワップ
後）は約807億ドルでした（図3.13参照）。融資実行額と未実行残高の
合計は990億ドルでした。
開発機関である IBRDにとって、最大のリスクは途上国に融資や保

証を提供することによるカントリーリスクです。金利や為替レートの
変動リスクは最小限に抑えられています。世銀のリスク負担能力の基
本指標となる総資本に対する貸付残高の比率は、世銀の財務・リスク
見通しに基づいて厳格に管理されています。2008年6月30日現在の
資本／貸出比率は37.6％でした（図3.14参照）。

融資以外の活動

国別援助戦略

国別援助戦略（CAS）は、借入国における世銀グループの活動の指針と
なるものです。CASは借入国が定めた開発ビジョンを基に、政府との
緊密な協力の下で、シビルソサエティ組織、開発パートナーなどの関係
者との協議を経て策定されます。借入国の開発上の課題や優先分野を

評価し、借入国の開発努力を支援する融資や融資以外の活動のプログ
ラムを定めています。2008年度、世銀は、18件のCAS進捗報告書と
9件の暫定戦略ノートを含め、49件のCAS成果物を作成しました。暫
定戦略ノートは、特別な国内事情により正式なCASが作成できない場
合に作成されるものです。このうち12件は IFCと共同で作成され、数
件は他のドナーと共同で作成されました。

戦略開発

2007年9月、「Sector Strategy Implementation Update（セクター
戦略実施の最新情報）」（SSIU）が世銀理事会の開発効果委員会に提出
されました。SSIUは、世銀の戦略的優先項目、ならびに世銀が従事し
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ている17のセクターおよびテーマすべてにわたる業務プログラムの
提供について概要を示すものです。さらに、2008年のSSIUでは環
境、林業、社会的保護、運輸という4つのセクターにおける戦略も報告
されています。

2008年2月、考え方と問題点を示した「Towards a Strategic 
Framework on Climate Change and Development for the 
World Bank Group（気候変動と開発に関する世界銀行グループの戦
略的枠組みに向けて）」が開発委員会に提出されました。この文書では、
クリーン・エネルギー投資枠組みに関する進捗状況が報告されていま
す。世銀は「Sustainable Infrastructure Action Plan（持続可能な
インフラ行動計画）、2009～ 10年度」の草案も発表し、これは2008
年4月に開発委員会に提出されました。さらに、「ガバナンスと不正対
策のための実行計画」が2007年9月に理事会に提出され、ジェンダー
行動計画に関する初年度の進捗報告が2008年3月に議論されました。
最後に、セクター別および成果の報告を刷新するためのアプローチ文
書が2008年6月に開発委員会に提出され、2008年7月に議論されま 
した。

経済・セクター調査と融資を伴わない技術協力

世銀による融資以外の活動の2つの柱が、経済・セクター調査（ESW）
と融資を伴わない技術協力（TA）です。2008年度は489件のESWと
513件のTA活動が行われました。TAの件数は増加しつつあり、今年
はESW活動の総件数を超えています。TA活動全体の半数以上が、政
策やプログラムの策定と実施についての業務上の指針を提供するもの
でした。対象となった2大セクターは、ESWでもTAでも法律・司法・
行政と金融でした。パリ宣言で明言されているとおり、世銀は引き続
き開発パートナーや借入国と共にESWの調整を図っていきます。

2008年度に提供されたESW全体のうち約半数でそうした調整が行
われました（2007年度は約40％）。

研究

世銀の研究グループは、政策議論のための情報を提供し、最終的に開発
問題の解決を支援するために、実務者たちに独自の知識を提供するこ
とを目指しています。世銀の研究は、外部の研究者や政策担当者にとっ
て、開発問題に関する情報や理解の重要な入手源となっています。

2008年度、研究グループは70以上の途上国に関する綿密な研究お
よび国家間の比較研究を実施し、25冊の書籍、175本の学術論文、書
籍内で90の章を発表しました。取り上げられたテーマは、世界経済に
おける中国とインド、ボラティリティと成長、テロと政治的な開放性と
開発、紛争後の移行、ドナーの細分化、金融アクセス、アフリカにおけ
る金融、零細企業、貿易のさまざまな側面、移民と女性、小児の健康、土
地改革、機会不均等、貧困の都市化、気候変動の影響などです。 
評価研究も、研究グループのテーマの1つとなっています。2008年

度、条件付き現金給付プログラムなどの社会的サービス提供メカニズ
ムの効果や範囲を評価するという初めての研究が行われるなど、研究
グループの影響評価はさまざまなセクターで進展しました。 
研究グループはデータおよびソフトウェア製品の充実に大きな力を

注いでいます。2008年度には新しくデータの最新化がさらに進み、貧
困の監視、貿易や金融の規制の評価、ガバナンスの評価などを行 
うユーザーに役立ちました（http://www.econ.worldbank.org/

research参照）。

世界銀行研究所

世界銀行研究所（WBI）は世銀の能力開発機関の1つです。借入国の能

世銀の品質保証グループが独立評価グループからのデータを基に示したところに
よると、2007年度中に完了した全プロジェクトのうち満足のいく開発成果を得ら
れたプロジェクトの割合は、2006年度が83％、2005年度が81％、2004年度が
77％であったのに対し、2007年度は76％でした。こうした成果の低下が顕著なの
は、アフリカ地域、ならびに保健・栄養・人口、公共セクター・ガバナンス、金融・民
間セクター開発でした。脆弱な国家も引き続き課題となっており、2004年度から
2007年度までの期間に完了したプロジェクトのうち満足のいく成果の上がったプ
ロジェクトの割合はわずか62％でした。2008年度の「Annual Report on 
Portfolio Performance（ポートフォリオ・パフォーマンスに関する年次報告書）」
（ARPP）は2009年初頭に刊行される予定です。

2007年度のARPPでは、融資全体でのパフォーマンスはやや向上しているのに対 
 

し、国別プログラムのパフォーマンスはそれよりもはるかに低く、過去10年間に実
施された国別援助評価に基づく満足度が約60％であるという明らかな不一致が指
摘されています。また、セクターレベルでの成果はプロジェクトの成果よりも低
く、特に農村開発、公共セクター・ガバナンス、民間セクター開発でそれが顕著であ
ることも明らかにされています。プログラム設計が不十分であることが、セクター
レベルでの成果を低くしている主な要因です。 

分析・助言活動の全体的な質は満足のいくものでしたが、パートナー国との対話や
結果の周知が不十分であるために、そうした活動による影響は小さいとみなされま
した。現在、借入国に対するサービス支出のうち分析・助言活動が占める割合は融
資の割合を上回っているため、世銀経営陣は分析・助言活動の効率や影響を高める
ことに力を入れる必要があります。

世銀の活動はどれだけ成果を上げたか？
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力面のニーズを特定し、そうしたニーズに対処するための学習活動を
展開します。講座や研修では、環境から金融セクターの規制まで、ある
いはインフラにおける官民パートナーシップから水資源管理や農村開
発まで、さまざまなテーマが取り上げられます。2008年度、WBIは約
570件の学習活動を実施し、3万9500人以上が参加しました。このう
ち女性が34％、アフリカからの参加者が27％を占めました。 

WBIのグローバル・プログラムで最も顕著なものとしては、ガバナ
ンスと不正対策や開発のための知識（K4D）についてのプログラムが
あります。K4Dプログラムは、国や地域がグローバルな知識経済で競
争していくための態勢が整っているかどうかを、WBIの知識評価法
（KAM）に基づいて評価するものです。2008年のKAMでは、政策担
当者が自国の競争力を高めるために注目すべき具体的な分野が特定さ
れています（http://go.worldbank.org/AW9KZWJB10参照）。
2008年度、K4Dプログラムは「Building Knowledge Economies: 
Advanced Strategies for Development（知識経済の構築：先進的
な 開 発 戦 略 ）」お よ び「Enhancing China’s Competitiveness 
through Lifelong Learning（生涯学習を通じた中国の競争力強化）」
という包括的な報告書を発表しました。 

WBIは、現在一般に公開されている中で最も包括的な国家間のガバ
ナンス指標を構築するために研究者らが10年間にわたって取り組んで
きた第7次の世界ガバナンス指標を開発経済グループと共同で発表し
ました。これらの指標は212の国と地域を対象とし、政策担当者や研究
者によって広く利用されています（http://www.govindicators.org
参照）。

WBIは、開発における最前線の問題について知識イノベーション実
現のための環境も提供しています。そうしたテーマの1つが、ディアス
ポラ・ネットワーク、すなわち途上国から移住してきた高度熟練労働
者のネットワークです。こうしたネットワークを構成する人々は、知
識を共有し、それぞれの母国における投資イニシアティブを主導する
ことによって、専門的な政治、技術、経営における世界最先端のソ
リューションと途上国との橋渡しをすることができます。WBIは、大
きな成功を収めている専門家で構成されるこうしたネットワークを特
定・育成することにより、国外に在住する借入国の優れた人材を活用
するいくつかの運営メカニズムを試験的に実施しています。アルゼン
チン、アルメニア、チリ、メキシコ、南アフリカなどでは、イノベーショ
ン・システムの分野ですでにいくつかの成果が現れています。
また、WBIは独自のインタラクティブな貿易データベース「世界貿

易指標」を発表しました。このツールは、過去から2007年現在までの
各国の貿易実績を、政策、制度、成果といったいくつもの側面と共に示
したものです（http://www.worldbank.org/wti2008参照）。

プロジェクト・ベースのトレーニングと借入国トレーニング

IEGは、世銀のキャパシティ・ビルディング文書として重要な「Using 
Training to Build Capacity for Development: An Evaluation of 
the World Bank’s Project-Based and WBI Training（開発のため
のキャパシティ・ビルディングにおける教育の活用：世界銀行のプロ
ジェクト・ベースのトレーニングとWBIトレーニングの評価）」で借入
国のトレーニング活動を評価しました。世銀の資金による借入国ト
レーニングの結果、個人の学習では前進があったものの、職場での行動
の変化や組織としての能力強化の面ではあまり影響が見られませんで
した。ここで得られた重要な教訓は、開発能力を習得するためには組
織や制度が個人の学習に資する状況になければならないという点で
す。この評価では、教育の内容が適切に策定され十分に的が絞られた
ものであることや借入国による強いコミットメントが重要であること
も明らかになりました。

グローバルなつながり

世界経済の統合が進み、国境を越えた開発課題が浮上しているのを受
けて、世界的あるいは地域的なパートナーシップが拡大しつつありま
す。このようなパートナーシップは、伝染病対策、環境保全、農業研究
の促進、知識の取得と共有、貿易の統合、国際的な人口移動問題への取
り組み、インフラ整備など、共通の関心領域における協調を促進するも
のです。世銀では、開発パートナーと協力して援助提供のコストを最
小限にすることで援助の効果を高めるための取り組みも続けていま
す。現在、世銀は194の世界的・地域的パートナーシップに参加して
おり、そうした世界的・地域的パートナーシップを支援するために
2008年度に世銀の自己資金から実行された融資は1億8700万ドル
近くに上りました。
世銀はこうした活動でドナー基金の受託機関として、資金提供者とし

て、あるいは実施機関としてなど、さまざまな役割を果たしています。

グローバル・ディベロップメント・ラーニング・ネットワーク

2000年に立ち上げられたグローバル・ディベロップメント・ラーニン
グ・ネットワーク（GDLN）は、80カ国にある120以上のラーニングセ
ンターで構成されるパートナーシップです。GDLN各センターは、世
界中で開発に携わっている人々のためにカスタマイズされた学習ソ
リューションを設計するため協力しています。GDLN各センターは、
正式なトレーニング・コース、多国間対話、対面式と遠隔学習のアプ
ローチを融合させたバーチャル会議などを提供することにより、世界



世界銀行年次報告 200864

中の個人、チーム、組織が迅速かつ費用対効果の高い方法で対話し、専
門知識を共有し、互いの経験から学ぶことを可能にしています。

GDLNは2008年度に1000件以上の学習イベントを開催し、世界
中の政府機関、民間セクター、学界、非政府組織などから約10万人が
参加しました（http:www.gdln.org参照）。

信託基金

世銀グループが管理する信託基金は、政府開発援助の重要な提供手段
となっています。2008年度末現在、世銀グループはこの信託基金で総
額263億ドル（現金169億ドル、約束手形94億ドル）を保有しており、
1021のアクティブ・ファンドを通じて管理しています。信託基金で
は、2008年度にドナーから88億ドルの現金拠出を受け（表3.2）、借
入国への67億ドルの融資を実行しました。2008年度末、信託基金の
1年間の融資実行額は IDA、IBRD、信託基金の融資実行額合計の26％
を占め、この比率は2003年度末のわずか12％から上昇しています。
信託基金は、国レベル、地域レベル、世界レベルでさまざまな開発目

標を支援しており、その活動は従来型の国別投資から、特定の世界的な

優先課題を対象とする、あるいは国際開発コミュニティの関心分野の
テーマを支援する垂直的アプローチまで及んでいます。受領者により
実施される国別投資では、2008年度の実行額の大部分は、行政・法律、
保健および社会的サービス、教育に充てられました。世界的なプログ
ラムについて見ると、融資のほとんどは、世界エイズ・結核・マラリア
対策基金、GAVI（ワクチンと予防接種のための世界同盟）、地球環境
ファシリティ、カーボン･ファイナンスなど垂直的な基金を通じて実行
されました。
信託基金ポートフォリオの急速な拡大とその管理強化の必要性を認

識し、世銀理事会は信託基金管理の枠組みを2007年10月に承認しま
した。この枠組みは、さまざまな種類の信託基金の選択において世銀
の事業ニーズに合致した妥当性と厳密性を確保するための戦略的なア
プローチを促進し、リスクの管理と抑制を強化し、新たな信託基金手数
料の仕組みを通じてなど、業務効率や持続可能性を高めることを目指
しています。この枠組みによって実施される変革や政策は、世銀の業
務政策や手順に組み込まれています。

協調融資

協調融資とは、特定の融資プロジェクトに対して、世銀の資金とは別
に、借入国以外の第三国が資金を拠出する仕組みです。2008年度は
84件の世銀プロジェクトが協調融資を通して42億9000万ドルを調
達しました。主なパートナーは、国際協力銀行（6億9000万ドル）と英
国国際開発省（5億9000万ドル）でした。こうした協調融資を最も多
く受けた3地域は、東アジア・大洋州地域（9億4000万ドル）、中東・
北アフリカ地域（8億8000万ドル）、アフリカ地域（8億7000万ドル）
でした。教育、運輸、エネルギー・鉱業の各セクターのプロジェクトが
それぞれ9億3000万ドル、7億8000万ドル、7億7000万ドルの融資
を受けました。二国間機関による協調融資の拠出は19億5000万ドル
でした。

世銀と IMFの連携強化 
世銀と国際通貨基金が互いに補完的な専門知識と比較優位性を持つ制
度を利用することで連携すれば、世銀業務の有効性を高め、重複した活
動を排除するのに役立ちます。世銀理事会は、そうした連携を強化す
るため、IMFと世銀の連携に関する外部評価委員会（「マラン報告書」）
の勧告に従い策定された連携強化のための共同管理行動計画（JMAP）
の実施を強く支持しました。理事会は、世銀と IMFの間での人事交流
促進の重要性を強調すると共に、JMAPの実施のために上層部が継続
的に支援し、その進捗状況を細かく監視するよう求めました。

表 3.2

信託基金ドナーの上位10カ国・機関｜2008年度
単位：100万ドル

ドナー 2007 2008

英国 1,190 1,075

米国 747 760

イタリア 79 749

フランス 288 736

欧州委員会（EC） 652 685

オランダ 766 677

カナダ 533 516

ドイツ 332 505

ノルウェー 209 443

日本 412 402

その他のドナー 2,126 2,215

総額 7,334 8,763

注：一部が発生主義で計上されていたこれまでの報告と異なり、拠出額は現金主義で計上。2007年度の数
値はそれに応じて改訂されている。



世界銀行年次報告2008

出版局

年次報告書製作チーム責任者
Richard A. B. Crabbe

副編集長
Cathy Lips

編集アシスタント
Belinda Yong

編集製作
Cindy A. Fisher
Aziz Gökdemir
Mary C. Fisk
Dina Towbin

印刷製作
Randi Park
Denise Bergeron

プロジェクト・アシスタント
Attiya Zaidi

写真提供者
STR/AFP/Getty Images （表紙）、 
Erick Fernandes (p. 35)、 
Michael Foley (pp. 11, 14)、  
Arne Hoel (pp. 20 ［両方］, 30, 31)、  
John Hogg (p. 23) 。 
他の写真はすべて世界銀行のもの。

© 2008年 The International Bank for 
Reconstruction and Development / The World Bank

1818 H Street NW
Washington DC 20433
電話：1-202-473-1000
ホームページ：www.worldbank.org
Eメール：feedback@worldbank.org

すべての権利は留保されています。
1 2 3 4 11 10 09 08

本書中の地図に示されている国境、色、名称などの情報は、
それぞれの地域の法的地位に対する国際復興開発銀行／
世界銀行の意見や、こうした国境に対する支持あるいは
承認を示すものではありません。

権利およびライセンス（副次的権利を含む）に関するお問
い合わせは下記へお送りください。
Office of the Publisher, The World Bank,  
1818 H Street NW, Washington, DC 20433, USA 
ファックス : 202-522-2422
Eメール : pubrights@worldbank.org

ISSN： 0252-2942

ISBN： 978-0-8213-7698-0
eISBN： 978-0-8213-7699-7
DOI： 10.1596/978-0-8213-7698-0

ワシントンD.C.にある世界銀行のインフォ
ショップは、開発経済関連の文献を幅広く揃え
たブックストアであると同時に、世銀のプロ
ジェクトに関する情報センターでもあります。
インフォショップにはさまざまな組織が発行
する各種出版物や、世銀の情報公開政策に基
づいて公開されている文書が揃っています。
国別情報は世界各地の現地事務所に設置され
た情報センター（PIC）からも入手できます。
（www.worldbank.org/infoshop参照）

住 所：701 18th St NW 
Washington DC 20433 
（月～金の午前9時～午後5時）

電 話：1-202-458-4500 
（午前9時30分～午後3時30分）

ファックス：1-202-522-1500
オンライン書店： 

www.worldbankinfoshop.org



世界銀行（ワシントン本部）
1818 H Street, NW
Washington DC 20433 USA
電 話 ：1-202-473-1000
フ ァ ッ ク ス ：1-202-477-6391
ホームページ ：www.worldbank.org
E メ ー ル ：wbannualreport@worldbank.org

世界銀行東京事務所
〒100-0011
東京都千代田区内幸町2-2-2 
富国生命ビル10F
電 話 ：03-3597-6650（代）
フ ァ ッ ク ス ：03-3597-6695
ホームページ ：http://www.worldbank.org/japan/jp

世界銀行情報センター（PIC東京）
世界銀行情報センター（Public Information Center、通称PIC）は、世銀の業務や
政策、開発問題に関する情報窓口です。PIC東京では、世銀の出版物や資料に関する
情報サービスを行うと共に、世銀の途上国支援の取り組みについて、皆様にご理解
いただくことを目的とし、どなたでも気軽にご参加頂けるさまざまなプログラムお
よびイベントを開催しています。
開館日 ：月曜日～金曜日　午前10時～午後6時
休館日 ：土日、祝祭日、年末年始（臨時休館させていただく場合があります）
連絡先 ：〒100-0011　東京都千代田区内幸町2-2-2 富国生命ビル1F
電　話 ：03-3597-6650　Eメール：ptokyo@worldbank.org

ISBN 978-0-8213-7698-0

SKU 17240




